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１　底本は、The Works of the late John Gregory, M. D. ４ Volumes (Edinburgh: printed for A. Strahan, and T. 
Cabell, London; and W. Creech, Edinburgh, 1788年). 中のVolume ３: Lectures on the Duties and Qualifications 
of a Physician (1770年, pp.117-172.)で あ る。 本 文 確 認 の た め に、 次 の 文 献 も 参 照 し た。Laurence B. 
McCullough (ed.),  John Gregory’s Writings on Medical Ethics and Philosophy of Medicine, Kluwer 










４　William Cullen (1710-1790) のこと。エディンバラ大学におけるグレゴリーの同僚で、自らのノートに基づく
臨床講義を行ったことで著名。
５　History of the Winds［ラテン語の原題は、Historia Ventorumである］は、1622年にHistoria Naturalis et 
Experimentalis ad condendam Philosophiam; sive Phaenomena Universi［哲学を打ち立てるための自然誌と
実験誌、あるいは宇宙の諸現象］という表題をもつ著作において発表されたもの。この著作はベーコンが目
論んでいた壮大な著作群（この全体がいわゆる『大革新 (Instauratio Magna) 』と呼ばれるものである）の第
３部をなすものである。Historyを自然誌と訳したのは、その論考が含まれる著作の表題［上記のタイトルの
訳者による下線部］を考慮した結果である。ちなみにその第２部が『新機関 (Novum Organum) 』として有
名なもので、長短様々なアフォリズムで叙述されている。
